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特別養護老人ホーム フジホームは、昭島市の住宅地の中にある特養100床、

SS4 床の施設です。また同施設内にデイサービス、デイホーム、居宅支援事業

所を併設し、地域包括支援センターも所属しています。 

「心に寄り添う介護」を目指し、利用者にとってより良い生活を提供します。 

《１．研究前の状況と課題》 

フジホームでは、平成 25 年からチュータ

ー制度を導入し、新人育成に取り組んできた。

チューター制度とは先輩職員を総合的な指

導者、アドバイザーとして指名し、介護技術

の指導だけでなく職場での円滑な人間関係を

持てるよう対応するなど、その先輩職員と新

人職員で信頼関係を結ぶことで新人職員の教

育を行うものである。 

しかし近年、採用した新人職員の定着率の

低さがみられており、また採用時未経験であ

る、指導側の各職員の介護技術の差などから、

チューターを担う職員の指導スキルにもばら

つきが見られるようになった。 

 そこでチューター担当経験のあるベテラン

職員と入職一年前後の職員にアンケートを行

い、指導について両者にどのような違いがあ

るかを調べた。アンケートの内容は指導方法、

指導時の反省点、指導に対しての要望不満点

と設問を設け、それぞれ選択肢を設定し集計

 した。指導方法の設問で「見て覚える」と「チ

ェックリストの使用」が多く、また要望不満

点の設問で「マニュアルがなくて困った」「教

え方にブレがある」が多かった。現状として

チューター各個人がチェックリストや評価表

を作成、使用しており統一がなされていなか

った。そのため、評価基準のあいまいさや、

教え方のスキルの差、また一人前であるとい

う判断基準の不統一が見られた一つの要因で

あると考えられる。 

《２．研究の目的ならびに仮説》 

統一した指導基準、評価基準を作り、以下

の効果を期待するものとする。 

・介護技術や各スキルの向上。 

・経験未経験を問わず新人職員の円滑なステ

ップアップを図る。 

・職員ごとの教え方のブレをなくす。 



《３．具体的な取り組みの内容》 

1.該当職員へのアンケートを実施、現状把握

を行う。 

2.新人職員の年間スケジュールを設定、一年

間でおおむね独り立ちできるよう、成果目標

を設定。 

3.新人職員の成果目標達成に合わせた新しい

チェックリストの作成 

《内容》 

・四大介護、業務概要、認知症介護技術、口

腔ケア、衛生管理、危機管理、雑務について

・業務内容について備考と併せ具体的に明記。

・指導済みの日付等の記録欄の設定。 

・成果目標に沿った評価期間を設け、振り返

りによる意識の向上を図る。 

4.新人職員指導用チェックリストの合わせた

チューター向けの指導マニュアルの作成 

5.上記作成のマニュアルの実践、評価 

・入職一年目の職員を対象にチューターとの

マニュアルを使用した評価を行い、見直しを

行う。 

《４．取り組みの結果》 

上記の取り組みを行ったことで、各業務の

マニュアルの見直しとチェックシートを作成

することができた。 

職員への統一した指導の確立を目的とした

取り組みであったが、抄録提出時までに実践

とその評価をまとめる事ができなかったた

め、発表時にその評価と課題についてくわし

く述べたい。 

《５．考察、まとめ》 

今回の取り組みで介護マニュアルの整備及

び指導方法の統一を図ることができた。今後

はより実用に基づいた活用と継続できる仕組

みの構築、そして個々に合わせた指導方法の

確立が必要不可欠であると考え、継続した取

り組みを行って行きたい。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、該当職員

にアンケート実施及び口頭にて確認を行い、

本研究発表以外では使用しないこと、またそ

れにより不利益をこうむることはないことを

説明し、回答を持って同意を得ることとした。
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《８．提案と発信》

 今回、職員の技術向上を考えたマニュアルの

作成を行い、統一されたサービスの提供は介護

の質を高める良いきっかけになるだろうと考え

られる。 

 しかし、統一されたサービスから一歩踏み出

し、その利用者にあった「心に寄り添う介護」

を行うことが、利用者のより良い介護の実現に

なるのではないだろうか。 

 作り上げた基礎から、利用者ひとりひとりに

合わせることのできる多様性を今後は考えて行

きたい。 


